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東
京
都
知
事
選
挙
の
結
果 

 

２
月
９
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
の
小

笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
千
６
３
０
人
《
母
島
》
３
７
４
人 

 

《
合
計
》
２
千
４
人 

【
投
票
率
】 

《
父
島
》
５
７
・
９
８
％
《
母
島
》
６
６
・
３
１
％ 

 

《
合
計
》
５
９
・
５
３
％ 

【
得
票
数
】 

  
 

 

                

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

               

「伊
豆
大
島
等
台
風
26
号
災
害
東
京
都

義
援
金
」の
受
付
期
間
終
了 

 

伊
豆
大
島
等
台
風
26
号
災
害
東
京
都
義
援
金
の

受
付
は
、
１
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

総
額
で
、
１
３
８
万
９
千
３
４
１
円
の
義
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

平
成
25
年
度
「硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収

集
帰
還
」報
告 

 

平
成
25
年
度
の
硫
黄
島
に
お
け
る
遺
骨
収
集
帰
還

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
３
年
間
の
集
中
実
施
期
間
の
最
終
年
度
と

し
て
、
平
成
25
年
３
月
に
「硫
黄
島
に
係
る
遺
骨
収
集

帰
還
推
進
に
関
す
る
関
係
省
庁
会
議
」が
設
置
さ
れ
、

こ
の
会
議
で
策
定
さ
れ
た
取
組
方
針
に
基
づ
き
、 

〇
埋
葬
場
所
の
調
査
（開
削
調
査
） 

〇
調
査
後
の
関
係
団
体
に
よ
る
立
会
い 

（開
削
調
査
立
会
） 

〇
遺
骨
収
容
作
業
（通
常
派
遣
・特
別
派
遣
） 

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

第
４
回
特
別
派
遣
ま
で
に
収
容
さ
れ
た
御
遺
骨
の

１
８
１
柱
（平
成
24
年
度
第
９
回
お
よ
び
10
回
通

常
派
遣
で
収
容
さ
れ
た
29
柱
を
含
む
）は
、
第
４
回

特
別
派
遣
の
派
遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
平

成
26
年
２
月
13
日
に
執
り
行
わ
れ
た
「硫
黄
島
戦

没
者
遺
骨
収
集
帰
還
団
引
渡
式
」（会
場
：厚
生
労
働

省
講
堂
）に
お
い
て
、
政
府
に
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

政
府
一
体
で
の
遺
骨
収
集
帰
還
は
継
続
さ
れ
、
来

年
度
か
ら
は
集
中
実
施
期
間
で
は
対
象
外
と
さ
れ
て

い
た
区
域
に
つ
い
て
の
開
削
調
査
・収
容
作
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
政
府
に
よ
り
、
滑
走
路
地
区
内
の
遺
骨
収

容
の
た
め
、
現
滑
走
路
の
移
設
の
準
備
が
始
ま
り
ま

す
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
村
は
、
遺
骨
収
集
帰
還
に
最

大
限
の
協
力
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
事
業
が
実
り

多
き
も
の
に
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
厚
生
労
働
省
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。 

【
平
成
25
年
度
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還 

実
施
内
容
】 

○
開
削
調
査
（面
的
調
査
）立
会 

           
 

  

○
通
常
派
遣 

                   

※
柱
数
未
確
定
（村
民
だ
よ
り
作
成
時
） 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/25現在 

父島 

102.2/100 

母島 

93.8/100 

 

１月気象状況   （父島） 

最高気温   23.9℃ 

最低気温   12.5℃ 

平均気温   17.9℃ 

平均湿度   66％ 

月降水量   78.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（2/1）  
 

 

             2,577人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,090人   483人 
 

 

 

  世帯      1,167    258 

ＮＯ．６２７ 

平成 26年(2014) 

３/１(土)  

マ
ッ
ク
赤
坂 

 
 

  

８
票 

細
川
護
熙 

 
  

２
２
４
票 

ま
す
ぞ
え
要
一  

４
６
２
票 

中
川
智
晴 

 
 
 

  
０
票 

鈴
木
た
つ
お 

 
 

  

５
票 

田
母
神
と
し
お  

１
９
０
票 

ド
ク
タ
ー
・
中
松 

 

26
票 

宇
都
宮
け
ん
じ  

２
２
３
票 

ひ
め
じ
け
ん
じ 

  
 

１
票 

 

無
効
投
票 

 
 

 

22
票 

 

根
上
隆 

 
 
 
 

１
票 

松
山
親
憲 

 
 
 

２
票 

 

酒
向
英
一 

 
 
 

０
票 

 

五
十
嵐
政
一 

 
 

２
票 

 

金
子
博 

 
 
 
 

１
票 

 

な
い
と
う
ひ
さ
お 

０
票 

 

家
入
か
ず
ま 

 
 

26
票 

 

第
７
回 

第
６
回 

第
５
回 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

 

平
成
26
年 

  

 

平
成
25
年  

期 

間 

２
月
17
日
～
25
日 

１
月
16
日
～
24
日 

11
月
４
日
～
12
日 

９
月
19
日
～
26
日 

渇
水
の
た
め
中
止 

７
月
16
日
～
23
日 

渇
水
の
た
め
中
止 

 

第
12
回 

第
11
回 

第
10
回 

第
９
回 

 

第
８
回 

第
７
回 

第
６
回 

第
５
回 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

   

平
成
26
年 

 

 

     

平
成
25
年 

期 

間 

２
月
25
日
～
３
月
12
日 

２
月
11
日
～
26
日 

１
月
18
日
～
２
月
５
日 

１
月
８
日
～
20
日 

11
月
26
日
～
12
月
17
日 

11
月
12
日
～
27
日 

10
月
29
日
～
11
月
13
日 

渇
水
の
た
め
中
止 

渇
水
の
た
め
中
止 

渇
水
の
た
め
中
止 

渇
水
の
た
め
中
止 

４
月
８
日
～
19
日 

※ ※ 

12
柱 

97
柱 

９
柱 

０
柱 

５
柱 

    ５
柱 

収
容
柱
数 
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○
特
別
派
遣 

                                     

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

村
・都
民
税
（住
民
税
）の
申
告 

 

村
・都
民
税
（住
民
税
）は
、都
や
村
が
お
こ
な
う
地

方
・地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
（防
犯
、
消
防
、
教
育
、

福
祉
、
衛
生
、
上
下
水
道
や
道
路
整
備
・維
持
管
理
な

ど
）に
か
か
る
費
用
を
、そ
こ
に
住
む
居
住
者
（住
民
）

に
広
く
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
性
格
を
持
つ
地
方

税
（都
道
府
県
や
市
町
村
に
納
め
る
税
金
）で
す
。 

住
民
税
は
、所
得
税
な
ど
国
税
の
確
定
申
告
（申
告

納
税
制
度
：
自
ら
税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、
税
金

を
納
め
る
）と
異
な
り
、
市
町
村
が
税
額
を
計
算
し

（前
年
中
の
収
入
な
ど
を
も
と
に
、「新
年
度
」に
課
税

さ
れ
ま
す
）、課
税
者
に
通
知
し
て
納
税
し
て
い
た
だ

く
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
課
税
を
行

う
た
め
に
、
毎
年
３
月
15
日
（今
年
は
17
日
）ま
で

に
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
な
人
】 

 

①
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
住
所
地
（居
住 

地
）の
市
町
村
で
申
告
が
必
要
で
す
（次
の
「住

民
税
申
告
の
必
要
の
無
い
人
」を
除
く
）。 

 

②
住
所
地
以
外
に
家
屋
敷
等
の
あ
る
人
（※
１
） 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
無
い
人
】 

①
所
得
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
（※
２
） 

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
又
は
公
的
年
金
の
み
の

人
で
、
給
与
ま
た
は
年
金
の
支
払
者
よ
り
当
該

市
町
村
に
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
（た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
含
ま
れ
て
な

い
高
額
な
医
療
費
や
規
定
の
寄
附
金
な
ど
各

種
所
得
控
除
が
あ
っ
て
、
そ
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
申
告
が
必
要
で
す
） 

 

③
申
告
し
て
も
住
民
税
が
非
課
税
と
な
る
人
（※
３
） 

た
だ
し
、
非
課
税
証
明
書
な
ど
、
村
で
交
付
す

る
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
に
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
住
民
税
の
賦
課
資
料
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
な
ど
の
算
定
資
料
、
児
童
福
祉
・
医
療
福
祉
・

障
害
福
祉
な
ど
の
手
当
・
給
付
金
、
臨
時
福
祉
給
付

金
（※
４
）な
ど
の
支
給
判
定
の
資
料
に
も
な
り
ま
す
。 

住
民
税
の
申
告
書
は
、
村
役
場
の
税
務
係
も
し
く

は
母
島
支
所
窓
口
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

「村
税
関
連
様
式
集
」 

h
ttp

://w
w

w
.v

ill.og
a
sa

w
a
.to

k
y
o
.jp

/za
isei  

/ca
t8

4
/  

※
１ 

実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
１
月
１
日
現
在
で

そ
の
住
所
地
以
外
に
も
家
屋
敷
な
ど
（家
屋
敷

ま
た
は
事
務
所
・
事
業
所
）を
有
す
る
個
人
に
、

家
屋
敷
な
ど
の
所
在
市
町
村
で
も
住
民
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
（均
等
割
の
み
）。 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
家
屋
敷
等
の
所
在

地
の
市
町
村
に
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
２ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、

住
民
税
申
告
を
し
た
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
確

定
申
告
の
内
容
な
ど
を
も
と
に
新
年
度
の
住

民
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
所
得
税
の
計
算
に
は
必
要
な
い

も
の
の
住
民
税
の
計
算
で
必
要
に
な
る
事
項

の
記
載
欄
が
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
あ
り

ま
す
。
「所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
「住
民
税
・
事
業
税
に
関
す

る
事
項
」に
も
漏
れ
が
無
い
よ
う
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
３ 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
（損
失
の
繰
越
控
除

前
の
金
額
）が
、
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限

度
額
を
越
え
な
い
人
。 

（非
課
税
限
度
額
：
28
万
円×

（控
除
対
象
配
偶

者
お
よ
び
扶
養
親
族
人
数
＋
１
）＋
16
万
８
千

円
（控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
に
加
算
）） 

※
４ 
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際
し
て
の
低
所

得
者
を
対
象
と
し
た
暫
定
的
・臨
時
的
な
給
付

金
で
、
住
民
税
非
課
税
者
が
対
象
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

    

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券 

  

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
い
た
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・乳
が
ん

検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
11
月
下
旬
に
実
施
予
定
の
「小
笠
原
村
健
康

診
断
」に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（検
診
内
容
は

同
じ
）・乳
が
ん
検
診
（超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診

を
実
施
）を
受
診
す
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

※
が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。 

【
発
行
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（内
診
、
細
胞
診
お
よ
び
エ
コ
ー
） 

○
乳
が
ん
検
診
用
（マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】
医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
千
代
田
区
飯
田
橋
３-

６-

５

（Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
） 

【
受
診
期
間
】 

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日 

※
土
・日
・祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
先
】 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】 

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
２
月
28
日 

な
お
、
４
月
１
日
現
在
で
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
に
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者

と
し
て
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
い
た
し
ま
す
。 

《
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者
》 

 
 

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳 

《
乳
が
ん
検
診
対
象
者
》 

 
 

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 
平
成
26
年   

平
成
25
年 

期 

間 

２
月
４
日
～
13
日 

10
月
22
日
～
30
日 

渇
水
の
た
め
中
止 

７
月
９
日
～
16
日 

６
柱 

18
柱 

 ０
柱 

収
容
柱
数 

 

  

村長による戦没者遺骨収集帰還視察（第９回通常派遣） 
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第
３
回
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
村
で
は
年
３
回
、
集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
に
シ

ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

相
談
お
よ
び
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
（家
屋
や
敷
地
の
駆
除
・予
防
施
工
は
別
途

有
料
と
な
り
ま
す
。
） 

【
申
込
期
間
】
３
月
３
日
（月
）～
７
日(

金) 

【
対
策
日
程
】 

《
母
島
》
３
月
７
日(

金)

～
11
日
（火
） 

《
父
島
》
３
月
12
日(

水)

～
15
日
（土
） 

【
母
島
シ
ロ
ア
リ
説
明
会
】 

 
 

対
策
団
の
来
島
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

《
日
時
》
３
月
７
日
（金
）午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

《
説
明
》
小
笠
原
村
・シ
ロ
ア
リ
対
策
団 

 
 
 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
保
育
園
非
常
勤
職
員
（
調
理
員
）

の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
調
理
員
１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
給
食
調
理
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、
午
前
８
時
～

午
後
５
時
（週
29
時
間
以
内
）月
毎
の
シ
フ
ト
に

な
り
ま
す
。
時
間
な
ど
要
相
談
。 

【
時
間
給
】 

《
資
格
有
》
１
千
１
６
０
円 

《
資
格
無
》
１
千
３
０
円 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】
３
月
３
日
（月
）か
ら
村
役
場

村
民
課
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
14
日
（金
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
小
学
校 

非
常
勤
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

支
援
教
育
補
助
員 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

 
 

小
笠
原
小
学
校 

支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【
期
間
】 

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】 

 
 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

（週
29
時
間
以
内
） 

※
時
間
な
ど
応
相
談 

【
時
間
給
】
１
千
３
０
円 

【
応
募
資
格
】 

村
内
に
在
住
す
る
方
で
教
員
免
許
保
持
者
も

し
く
は
、
教
職
に
関
す
る
単
位
を
修
得
の
方 

【
選
考
方
法
】
書
類
・面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
３
月
14
日
（金
） 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
７ 

 

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率

変
更
に
伴
う
手
数
料
な
ど
の
変
更 

  

日
頃
よ
り
村
の
建
設
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
25
年
10
月
１
日
で
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
幅
広
く
国
民

階
層
に
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
の
た
め
の
負

担
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
保
障
の
充
実
・安
定

化
と
財
政
健
全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
し
て
い
く
も

の
で
す
。 

本
村
に
つ
い
て
も
次
の
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
消

費
税
率
を
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

【
建
設
発
生
土
処
理
手
数
料
（
旧
残
土
処
理
手 

 

数
料
）】４
月
分
か
ら
変
更 

【
給
水
料
】
５
月
分
か
ら
変
更 

【
地
域
し
尿
処
理
施
設
使
用
料
】
５
月
分
か
ら
変
更 

【
浄
化
槽
使
用
料
】
５
月
分
か
ら
変
更 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

水
道
料
金
の
改
定
（生
活
排
水
処
理
分
） 

  

日
頃
よ
り
村
の
生
活
排
水
処
理
（下
水
道
・浄
化
槽
）

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
の
処

理
費
用
は
、
排
出
者
（家
庭
や
事
業
所
）に
ご
負
担
い

た
だ
く
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
村
に
お

い
て
は
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
料
を
据
え

置
い
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
排
水
処
理
事
業
の

赤
字
が
大
き
く
膨
ら
み
年
間
１
億
円
を
超
え
る
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
で
は
当
村
の
使
用
料
は
近
隣
の
町
村

な
ど
の
使
用
料
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
と
村
の
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら

「使
用
料
の
改
定
」に
つ
い
て
昨
年
度
９
月
の
村
議
会

定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
の
で
、
去
年
の
５
月

分
か
ら
改
定
し
て
い
ま
す
。 

【
今
後
の
予
定
】
来
月
４
月
15
日
（父
島
は
16
日
の

２
日
間
）に
行
う
水
道
メ
ー
タ
定
期
検
針
時
の
水

量
は
４
月
分
な
の
で
、
現
在
の
使
用
料
金
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

４
月
の
定
期
検
針
後
か
ら
発
生
す
る
水
道
料

金
に
つ
い
て
は
、
新
料
金
を
適
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（消
費
税
は
８
％
で
す
。
） 

 

今
後
も
よ
り
効
率
的
な
施
設
運
営
、
生
活
排
水
の

適
正
処
理
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
一
般
家
庭
の
例
（口
径
20
ｍ
ｍ
、
一
月
に
20
㎥
使

用
し
た
場
合
）】 

 
 

《
現
在
の
水
道
料
金
》
５
千
９
３
２
円 

（上
水
道
を
含
み
ま
す
） 

 
 

《
26
年
５
月
分
か
ら
》 

６
千
４
８
０
円 

（約
９
％
の
増
） 

 
 

《
27
年
５
月
分
か
ら
》
６
千
８
０
４
円 

（約
15
％
の
増
） 

※
25
ｍ
ｍ
以
上
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

※
半
月
未
満
の
使
用
料
の
半
額
制
（基
本
使
用
量

内
）も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
東
京
都

39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・加
入

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
１
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

○
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ま
の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
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（ﾃﾚﾋﾞ視聴用） 

 D-ONU 

（ﾃﾞｰﾀ通信用） 

 IP 告知端末 

( 防災無線 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ用 ) 

に
は
、
年
額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.ctv

-tok
y
o.or.jp

/

）

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 住
民
票
な
ど
交
付
窓
口
の
混
雑 

  

３
月
・４
月
は
公
務
員
の
異
動
の
時
期
と
な
り
、特

に
定
期
船
の
入
港
後
は
お
届
け
が
集
中
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
い
つ
も
よ
り
窓
口
で
お
待
ち
い
た
だ
く
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ
で
な
い

住
民
票
な
ど
の
請
求
は
定
期
船
の
入
出
港
日
を
お
避

け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
今
年
は
４
月
３
日
（木
）午
後
、
４
日
（金
）

終
日
が
混
雑
の
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
ま
す
。両
日
と
も
、

転
入
届
と
同
時
の
新
規
印
鑑
登
録
な
ど
は
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
官
公
署
ご
担
当

は
後
任
職
員
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

居
住
証
明
書
の
適
正
な
使
用 

  

「
居
住
証
明
書
」
は
、
村
民
が
東
京
～
父
島
航
路
、

父
島
～
母
島
航
路
の
各
定
期
船
の
島
民
割
引
乗
船
券

を
購
入
す
る
た
め
に
交
付
を
す
る
も
の
で
、
他
の
目

的
で
の
使
用
や
、
証
明
書
に
お
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
る
方
以
外
が
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
証

明
書
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
適
正
な
使
用
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
転
出
の
際
に
は
、
写
真
付
カ
ー
ド
式
の
居
住

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
に
は
、返
納
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
転
出
の
お
届
け
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

消
費
税
率
の
引
上
げ 

  

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

《
３
月
31
日
ま
で
》 

５
％
（消
費
税
４
％
、
地
方
消
費
税
１
％
） 

《
４
月
１
日
か
ら
》 

８
％
（消
費
税
６
・
３
％
、地
方
消
費
税
１
・
７
％
） 

【
引
上
げ
分
の
消
費
税
収
入
の
使
徒
の
明
確
化
】 

 
 

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
障
の
充
実
（待
機
児
童
の
解
消
、
医
療
介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
）や
社
会
保
障
の
安
定
化
（年
金

国
庫
負
担
２
分
の
１
な
ど
、
後
代
へ
の
負
担
の
付

け
回
し
の
軽
減
な
ど
）に
要
す
る
経
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。 

【
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
】 

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
あ
た
っ
て
、
事
業
者
の

方
々
が
円
滑
か
つ
適
正
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
転

嫁
、
広
告
・宣
伝
、
価
格
表
示
、
便
乗
値
上
げ
な
ど

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
相

談
が
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

０
５
７
０
―
２
０
０
―
１
２
３ 

 
 
 
 
 
 

h
ttp

://w
w

w
.te

n
k
a
so

u
d
a
n

.g
o.jp

 

 

テ
レ
ビ
放
送
の
中
断 

 

テ
レ
ビ
放
送
設
備
保
守
点
検
作
業
等
の
た
め
、
次

の
日
時
、
テ
レ
ビ
放
送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

《
母
島
》
３
月
21
日
（金
）午
前
０
時
～
５
時 

《
父
島
》
３
月
23
日
（日
）午
前
０
時
～
５
時 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 ２

―
３
７
８
０ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
ご

利
用
の
皆
さ
ま
へ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
で
、
今
後
、
転
出
・転
居
さ
れ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
の
点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
利
用
中
止
手
続
】 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
中
止

に
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
小
笠
原
村

情
報
セ
ン
タ
ー
、
村
役
場
総
務
課
、
母
島
支
所
窓

口
も
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請
に
て

利
用
中
止
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
話
で
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。 

【
接
続
機
器
】 

次
の
機
器
を
各
家
庭
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
は
、
小
笠
原
村

の
財
産
と
な
り
ま
す
。

転
居
・
転
出
さ
れ
る
際

に
は
、
機
器
、
接
続 

 

ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
電

源
ア
ダ
プ
タ
ー
を
持

ち
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
設
置
状
態
の
ま

ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
設
置
個
所
に
よ
っ
て 

 
 
 

 

は
、
Ｄ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｕ
、

Ｖ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｕ
一
体

型
を
設
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。 

 

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
改
定
】 

 
 

消
費
税
８
％
へ
の
増
税
に
伴
い
、
４
月
分
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
改
定

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
改
定
額
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
村
民
だ
よ
り
お
よ
び
利
用
者
の
方
々
へ
通
知
に
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 ２

―
３
７
８
０ 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
都
道
工
事
に
伴
う
循
環
線
の
一
部
路
線
変
更 

  

都
道
行
文
線
道
路
施
設
整
備
工
事
に
伴
う
車
両
通
行

止
め
の
た
め
、
村
営
バ
ス
は
清
瀬
方
面
（行
文
線
終
点
）

へ
の
運
行
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
３
月
３
日
（月
）～

13
日
（木
）ま
で
の
間
、
循
環
線
（ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
、

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
）の
路
線
を
一
部
変
更
し
て
運
行

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
「清
瀬
」お
よ
び
「清
瀬
西
」

の
バ
ス
停
に
は
停
車
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

【
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
】 

 
 

 

「二
見
台
新
都
住
」の
次
は
、「清
瀬
西
」方
面
に

は
右
折
せ
ず
、
左
折
し
「宮
之
浜
入
口
」に
停
車
。 

【
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
】 

 
 

 

「宮
之
浜
入
口
」の
次
は
、「清
瀬
西
」方
面
に 

 

は
直
進
せ
ず
、
右
折
し
「二
見
台
新
都
住
」に
停

車
。 

 

な
お
、
運
行
ダ
イ
ヤ
は
変
更
せ
ず
、
バ
ス
停
間

で
時
間
調
整
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 
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行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
程
】
３
月
11
日
（火
） 

【
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱 

小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
14
日
～
２
月
３
日 

○
硫
黄
島
遺
骨
帰
還
事
業
現
場
視
察 

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議 

○
都
予
算
復
活
要
望 

○
離
島
航
路
協
議
会
小
笠
原
航
路
部
会 

○
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー 

○
都
町
村
会
震
災
復
興
状
況
調
査 

○
世
界
自
然
遺
産
関
連
講
演
会
（上
野
動
物
園
） 

○
関
係
機
関
あ
い
さ
つ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

              

    

平
成
25

年
度
第
２
回
小
笠
原
諸
島 

 

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議 

 
 

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て
の
価
値
を
含
め
た
小

笠
原
諸
島
の
自
然
環
境
の
保
全
管
理
に
つ
い
て
、
地

域
の
関
係
機
関
・団
体
と
の
意
見
交
換
を
行
う
地
域

連
絡
会
議
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
議
は

公
開
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
傍
聴
可
能
で
す
。 

【
内
容
】 

○
平
成
25
年
度
の
取
組
報
告
、
当
面
の
課
題 

○
関
係
機
関
の
平
成
26
年
度
主
な
事
業
予
定 

○
村
民
意
見
交
換
会
結
果
に
つ
い
て 

○
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（仮
称
）に
つ
い
て
他 

【
日
時
】
３
月
３
日
（月
）午
後
５
時
～
７
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所
（Ｔ
Ｖ
会
議
） 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 

 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４ 

 
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
10
日
（月
）午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証

な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（講
習
は
、原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
10
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 
○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

   

「消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
」の
開
催 

 

商
工
会
で
は
、
「消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
」を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

 

消
費
税
が
上
が
る
４
月
１
日
ま
で
に
準
備
し
て
お

き
た
い
実
務
対
策
や
、
４
月
以
降
に
実
施
す
べ
き
注

意
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
商
工
会
で
は
確
定
申
告
の
相
談
に
つ
い
て

も
随
時
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
確
定
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

【
テ
ー
マ
】
消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会 

【
講
師
】
商
工
会
職
員 

【
日
時
】 

《
父
島
》
３
月
18
日
（火
） 

午
後
２
時
～
３
時
・午
後
７
時
～
８
時 

《
母
島
》
３
月
19
日
（水
） 

午
後
２
時
～
３
時
・午
後
７
時
～
８
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
参
加
費
】 

無
料
（筆
記
用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

※
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 
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【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
６
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
７
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、日
、祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
３
月
28
日
（金
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ 

入
会
児
童
募
集 

 

【
対
象
】 

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
、
保
護
者

が
就
労
・疾
病
な
ど
に
よ
り
、適
切
な
保
育
を
必
要

と
す
る
児
童
（小
笠
原
村
民
） 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】 

４
月
１
日
（火
）～
30
日
（水
）ま
で
の
平
日 

※
春
休
み
期
間
中
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

（原
則
昼
食
は
自
宅
） 

※
学
期
中
は
午
後
１
時
30
分
～
５
時
ま
で 

【
保
育
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
定
員
】
各
学
年
10
名 

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
優
先
度
に
よ
り
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【
利
用
料
】 

《
入
会
金
》
１
千
円
（社
協
会
費
を
兼
ね
る
）、 

《
利
用
料
》
６
千
円
、 

《
保
険
料
》
８
０
０
円 

【
申
込
期
間
】
３
月
３
日
（月
）～
13
日
（木
） 

【
入
会
説
明
会
】 

３
月
17
日
（月
）午
後
６
時
か
ら
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
に
て 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
２
―
２
４
８
６ 

 

学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ 

指
導
員
・補
助
員
募
集 

 
 

【
募
集
人
数
】
５
～
６
名 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
30
日 

【
資
格
】
保
育
経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方 

【
申
込
期
間
】
３
月
７
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明
書
（写
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接 

【
勤
務
条
件
】 

《
時
給
》
指
導
員
１
千
２
３
０
円 

補
助
員
１
千
２
０
円 

 

《
勤
務
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

（昼
休
み
１
時
間
30
分
） 

 

●
問
合
せ
・申
込
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集 

 

◎
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
指
導
員 

 

《
応
募
資
格
》
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者 

○
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す

る
者 

○
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
す

る
者 

《
勤
務
地
》
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

《
募
集
人
数
》
１
人 

 

◎
事
務
職
員 

 

《
応
募
資
格
》 

○
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
す

る
者 

《
勤
務
地
》
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
母
島
事

務
局 

《
募
集
人
数
》
１
人 

【
採
用
予
定
日
】
４
月
１
日
以
降 

【
会
場
お
よ
び
試
験
日
】
法
人
事
務
局 

随
時 

【
申
込
締
切
】
３
月
７
日
（金
） 

所
定
の
応
募
申
込
書
お
よ
び
在
職
証
明
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
（同
日
消
印
有
効
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
自
然
保
護
研
究
会

活
動
報
告
会 

 
【
日
時
】
３
月
19
日
（水
）午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
本
校
視
聴
覚
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

細
田
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

   

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
小
笠
原
高
等
学
校
第
45
回
卒
業
式 

 

【
日
時
】
３
月
５
日
（水
）午
前
10
時
開
式 

 

◎
図
書
館
管
理
指
導
員
募
集 

 

【
委
嘱
期
間
】
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で 

【
時
数
】 

３
時
間
（日
曜
日
）午
後
１
時
45
分
～
４
時
45
分 

【
職
務
内
容
】 

学
校
図
書
館
に
お
け
る
本
の
貸
し
出
し
お
よ

び
返
却
受
付
業
務
な
ど 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
33
回
「冬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」 

 

冬
の
夜
空
を
か
ざ
る
７
つ
の
一
等
星
た
ち
、
そ
し

て
小
笠
原
な
ら
で
は
の
８
個
目
の
一
等
星
・南
極
老

人
星
カ
ノ
ー
プ
ス
。
い
く
つ
わ
か
る
か
な
？ 

【
日
時
】
３
月
５
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
３
月
４
日
（火
） 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
３
月
の
開
館
日
】３
月
４
日
、５
日
を
除
く
毎
日
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

 

夜
間
開
館
・イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、別
紙
ポ

ス
タ
ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「鯨
・鯨
・鯨 
展
」～
今
年
も
ザ
ト
ウ
が 

 

や
っ
て
き
た
！
～
開
催
中 

モ
ッ
チ
ー
ニ
と
い
う
ク
ジ
ラ
の
紹
介
や
、
海

や
陸
か
ら
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
情
報
な
ど
展
示

し
ま
す
。
今
年
も
実
物
大
ク
ジ
ラ
パ
ネ
ル
は
健

在
で
す
！ 

《
新
館
》 

○
「
小
笠
原
時
間
旅
行
展
」
～
時
を
さ
か
の
ぼ

る
写
真
展
～
開
催
中 

返
還
か
ら
昭
和
50
年
代
の
小
笠
原
を
中

心
と
し
た
、
な
つ
か
し
い
あ
の
風
景･･･

あ

の
建
物･･･ 

○
「西
之
島
展
」開
催
中 

話
題
の
西
之
島
の
新
着
情
報
や
島
の
地

図
・写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
お
が
さ
わ
ら

丸
運
賃
の
取
り
扱
い 

 

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
旅
客
運
賃
の
変
更
は
、 

６
月
１
日
東
京
発
便
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

貨
物
運
賃
の
変
更
は
４
月
２
日
東
京
発
便
か
ら
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）０
３
ー
３
４
５
１
ー
５
１
７
１ 

 
 
 
 
 
 

（貨
物
）０
３
ー
３
４
５
５
ー
０
４
６
１ 

 

                                          

    

母
島
診
療
所
歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】 

３
月
９
日
（日
）～
23
日
（日
）の
期
間
休
診
し

ま
す
。
３
月
24
日
（月
）か
ら
通
常
診
療
と
な
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 

３
―
２
１
１
５ 

    

 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
12
日
（水
）・
26
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
14
日
（金
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

    

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
11
回
「島
に
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
よ
く
似
合
う
」 

  

ア
ホ
ウ
ド
リ
が
小
笠
原
の
特
別
天
然
記
念
物
と 

い
っ
て
も
、あ
ま
り
実
感
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
、小
笠
原
で
繁
殖
し
て
い
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、

ま
だ
特
別
天
然
記
念
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
で
は
、
少
な
く
と
も
北
之
島
と
西
之

島
で
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ

し
、
彼
ら
は
百
年
ほ
ど
前
に
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。 

 

時
は
19
世
紀
末
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ー
ン
で
は
、
帽
子
な
ど
に
大
き
な
羽
を
飾
る
こ
と
が

流
行
し
ま
し
た
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
白
く
長
い
風
切
羽

は
そ
の
需
要
に
合
い
、
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
体
羽
や
肉
、
卵
も
含
め
利
用

さ
れ
、
乱
獲
さ
れ
た
の
で
す
。 

            

３月の燃料油価格変動調整金 
 

 ３月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，２９８ （+1,234） 

２  等  品 ８，７１７ （+1,157） 

３  等  品 ８，１３６ （+1,080） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９３２ （+124） 

０．０７５トン以下 ７０２ （+93） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，７４０ （+960） ２，３７０ （+480） 

１ 等 ９，４９０ （+1,930） ４，７５０ （+970） 

村民割引 
（往復）２等 ５，６９０ （+1,150） ２，８５０ （+580） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，９６０ （+3,390） １２，９９０ （+1,700） 

特 ２ 等 ３８，９３０ （+5,080） １９，４７０ （+2,540） 

１ 等 ５１，９２０ （+6,780） ２５，９６０ （+3,390） 

特 １ 等 ６０，０２０ （+7,830） ３０，０２０ （+3,920） 

特 等 ６４，９７０ （+8,480） ３２，４９０ （+4,240） 

２等（学割） ２０，７８０ （+2,720）  
２等 

（身体障害者割引） １２，９９０ （+1,700）  ６，５００ （+850） 
村民割引 
（往復）２等 ３８，９５０ （+5,090） １９，４９０ （+2,550） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，７２４ （＋1,520） 

２  等  品 １５，５６９ （＋1,415） 

３  等  品 １４，３２２ （＋1,302） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６７５ （＋152） 

０．０７５トン以下  １，２４７ （＋113） 
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昭
和
に
入
る
と
、
小
笠
原
で
の
確
実
な
ア
ホ
ウ
ド

リ
の
繁
殖
記
録
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ア
ホ
ウ
ド
リ

が
種
と
し
て
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は

昭
和
40
年
（１
９
６
５
年
）。
小
笠
原
で
は
、
指
定
ま

で
生
き
残
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

た
だ
し
、
過
去
に
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
繁
殖
に

適
し
た
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
乱
獲
の
影

響
が
な
く
な
っ
た
現
在
、
小
笠
原
は
潜
在
的
な
繁
殖

適
地
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
分
布

の
中
心
で
あ
る
伊
豆
諸
島
の
鳥
島
で
は
、
保
護
の
甲

斐
あ
っ
て
個
体
数
が
増
え
て
お
り
、
分
布
の
拡
大
も

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

遠
く
な
い
将
来
、
今
度
こ
そ
小
笠
原
産
の
特
別
天

然
記
念
物
と
胸
を
張
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 

２
ー
３
１
１
７ 

                    

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況 

  

今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
、
３
ヵ
月
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｗ
Ａ

で
は
毎
年
12
月
か
ら
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
調
べ
る
た
め
に
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

の
定
点
観
測
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

                 

   

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
発
見
頭
数
を
算
出

し
、
今
シ
ー
ズ
ン
と
過
去
３
年
分
の
デ
ー
タ
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
傾
向
と
し
て
、
１

月
前
半
ま
で
は
例
年
通
り
推
移
し
ま
し
た
が
、
１
月

後
半
か
ら
発
見
頭
数
の
急
激
な
増
加
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
最
も
発
見
の
多
か
っ
た
日
で
は
、
30
分
の
観

測
で
12
群
19
頭
を
発
見
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
で
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
増
え
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
こ
の
動
向
に
注
目
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
月
に
入
り
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
本
格

的
な
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
安
全
に
、
そ
し
て

安
心
し
て
楽
し
む
た
め
に
も
、
引
き
続
き
自
主
ル
ー

ル
の
遵
守
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
船
舶
で
航
行
す
る
際
に
は
、
鯨
類
の
噴
気
に
注

意
す
る
だ
け
で
な
く
、航
行
速
度
な
ど
に
も
注
意
し
、

衝
突
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
154 

 

◎
ウ
ミ
ガ
メ
漂
着
死
亡
が
あ
り
ま
し
た 

  

２
月
２
日
大
村
海
岸
に
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
で

波
打
ち
際
を
漂
っ
て
い
る
と
通
報
が
入
り
ま
し
た
。

死
ん
で
い
た
の
は
甲
長
60
㎝
ほ
ど
の
未
成
熟
の
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
し
た
。 

ほ
と
ん
ど
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
成
熟
す
る
ま
で
小

笠
原
に
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
の
で
、
未
成
熟
個
体
を
見

る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
中
に
は
通
年
、
島
に

居
つ
い
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ウ
ミ
ガ
メ
を
父
島
で
は
、
冬
場
に
見
ら
れ
る
カ
メ
と

い
う
こ
と
か
ら
「ウ
ェ
ン
ト
ル
（W

in
ter 

T
u

rtle

の

略
）」と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

死
亡
個
体
は
背
中
の
甲
羅
か
ら
腹
側
の
甲
羅
ま
で

横
方
向
へ
半
分
く
ら
い
亀
裂
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解
剖
の
結
果
、内
部
の
腸
管
な
ど
も
裂
け
て
お
り
、

船
舶
な
ど
に
轢
か
れ
て
死
亡
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 ウ

ミ
ガ
メ
は
肺
呼
吸
な
の
で
、
呼
吸
の
た
め
に
水

面
に
顔
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
交

尾
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
湾
内
に
も
入

っ
て
来
ま
す
。
す
で
に
２
月
10
日
に
滝
之
浦
で
交
尾

カ
メ
の
目
撃
情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。
船
舶
を
運
転

す
る
際
に
は
、
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

◎
平
成
25
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
開
催 

 

【
日
時
】
３
月
８
日
（土
） 

 

《
開
場
》
午
後
４
時
45
分 

《
開
演
》
午
後
５
時 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
発
表
】 

○
小
笠
原
小
学
校
５
年
生 

 

○
東
京
海
洋
大
学
う
み
が
め
研
究
会 

 

○
ク
ラ
ブ
ノ
ア
母
島 

 

○
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ａ
小
笠
原
事
業
所 

詳
し
く
は
村
内
掲
示
板
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

          

 
 

 

          

 

図. 定点観測における平均発見頭数の推移 

 

 

 

http://bonin-ocean.net/
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“日本生活習慣病予防協会 201４年スローガン”より 

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
運

動
不
足
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
運
動
不
足
が
続
く
ほ
ど
、
体
力

も
落
ち
て
き
ま
す
。 

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
体

力
が
落
ち
て
い
ま
す
。
痛
み
や
異

常
が
あ
る
時
は
無
理
せ
ず
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

以前は、加齢とともに、脳卒中・心臓病・がんなどになりやすい・

誰もが避けられないので早期発見・早期治療が重要だという二次予防

が中心でした。現実には、中高年だけでなく類似の病気が子どもにも

起こって、背景には、加齢だけではなく、子どもの時からの生活習慣

が大きく影響するということが分かりました。これらの病気になる人

が年々増え、発症後の治療ではなく、予防の必要性が出てきました。

そのためには一人一人の生活習慣を見直す、という一次予防の考え方

が大切になってきています。 

 
 

                                

                                 

                                 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１６９号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保健師：クジラさん、健康診断の結果はいかがでしたか？ 

クジラ：HbA1cが少し高いという結果がでました。ちなみに 5.8でした。 

保健師：去年より上がっていますね。食事や運動といった生活習慣はいかがでしたか？ 

クジラ：そういわれてみれば、運動不足かも…。運動不足度に４つもチェックがついちゃいました。 

保健師：今のうちに運動量を多くすれば、薬を使わなくても、糖尿病の予防が十分できますよ。 

    どんなことができそうですか？ 

クジラ：そうですね。じゃぁ、ブリーチングを多めにしてみようかな。 

保健師：がんばってください！ウェザーステーションから応援しています！ 

健康診断の結果はいかがでしたでしょうか。世界一の高齢社会の日本で、いつまでも健康で快適に過ごすためには、

病気の予防が重要です。中でも三大死因の脳卒中、心臓病、がんさらに糖尿病や高血圧などの発症には、生活習慣が大

きくかかわっていることがわかってきました。現在、これらの生活習慣病の改善と予防が大きな課題となっています。 

生活習慣病の入口にいる方も、それが将来重大な健康障害になる可能性があります。これらの疾患について、早期発

見と早期治療だけでなく、予防が求められています。 

 「一無・二少・三多」は、一無＝無

煙（禁煙）、二少＝少食・少酒、三多

＝多動・多休・多接の６つからなる健

康習慣です。自らの生活を振り返り、

ひとつでも多くの習慣を取り入れる

ことで、生活習慣病を効果的に予防し

ましょう。 

「老化は足から」とも言われます。“第二の心臓”

とも呼ばれる足には全身の筋肉の２/3が集まり、

心臓からの血液循環を助けています。若々しく健

康長寿でいるために、よく歩くことが大切です。 

 

運動で 減らす体重 増す寿命 

老化は足から 

□1日で、歩くのは合計 60分以下 

□休日は家でゴロゴロしていること

が多い 

□一度座ると立ち上がるのがおっく

うに感じてしまう 

□どこへ行くにも基本的に移動は車 

□上るときはエレベーターやエスカ

レーターを必ず使う（内地で） 

 

□常に身体がだるい、疲れやすい 

□最近、足や腰が弱くなった感じがす

る 

□足、腰、肩などの関節に痛みがある 

□体が冷えて、血行が悪い 

□階段をのぼると息切れがする、途中

で休んでしまう 

あなたの 

運動不足度は？ 

一無・二少・三多 とは？ 

あなたの体力は？ 

セルフチェック☑ 

治療から予防へ 

 赤血球中に含まれるヘモグロビ

ンにブドウ糖がくっついたものを

HｂA1c と呼びます。検査直前の

飲食に左右されず、過去１～２か

月の平均的な血糖状態を調べるこ

とができるため、糖尿病の診断や、

血糖値のコントロール状態を調べ

るために役立ちます。 

（基準値：5.6未満 NGSP値） 

 

HbA1cって？ 



　　　　入・出港日

高校図書館開放

出港日

父島動物巡回診療（～３） 学童保育（とびうお）クラブ入会説明会

高校図書館開放

第３回シロアリ対策事業申込期間（～７）

平成２５年度第２回小笠原諸島世界自然遺産地域連絡会議 消費税転嫁対策講習開催（父島）

都道工事に伴う循環線の一部路線変更（～１３）

学童保育（とびうお）クラブ入会児童申込期間（～１３）

産科・婦人科専門診療（父島）～４ 小笠原中学校卒業式

ギャラクティック・キッズ申込締切 消費税転嫁対策講習開催（母島）

小笠原高等学校自然保護研究会活動報告

ギャラクティック・キッズ 　　　　入・出港日

小笠原高等学校第４５回卒業式 粗大ごみの日（母島）

　　　　入・出港日

産科・婦人科専門診療（父島）～７ テレビ放送の中断（母島）

定期予防接種

東京三弁護士会による法律相談（母島）

東京三弁護士会による法律相談（父島） 母島小中学校卒業式

学童保育（とびうお）クラブ指導員・補助募集申込締切

社会福祉協議会職員募集申込締切

平成２５年度ウミガメ報告会開催 　　　　入・出港日

テレビ放送の中断（父島）

高校図書館開放

　　　　入・出港日 小笠原小学校卒業式

母島診療所歯科の休診（～２３）

高校図書館開放

母島巡回労働相談

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（新規・更新）の実施

行政相談所の開設 ヘルスアップ教室（父島）

村民相談 　　　　入・出港日

ヘルスアップ教室（父島） 定期予防接種

　　　　入・出港日 電話による無料法律相談

乳幼児健診・歯科健診（父島）

小笠原小学校非常勤職員の申込締切

父島保育園非常勤職員（調理員）の募集申込締切

村・都民税（住民税）の申告書提出期限 　　　　入・出港日

高校図書館開放

3 月

4 火

6 木

5 水

日

22 土

21 金

7 金

8

26 水

25 火

24 月

31 月

30 日

29 土

火

16 日

17 月

20 木

火

19 水

15 土

9 日

28 金

27 木12 水

1 土

14 金

木

土

13

10 月

11

2 日

行　事　予　定日付 曜日

23

日付 曜日 行　事　予　定

18

春分の日 


